
旅費規程運用内規 

（目 的） 

第 1条 この内規は、旅費規程の運用に関し、その細部を規定することを目的とする。 

（内規の運用範囲） 

第 2条 この内規の適用を受ける者は、この会の役員のほか、各種委員及び会長が認めた者とする。 

（航空賃） 

第 3条 航空賃は、次の各号の－に該当する場合に限り、支給することができる。 

 1 旅行の片道がおおむね 800km 以上のとき 

 2 緊急を要するとき 

 3 航空機の利用によって、本来宿泊すべき行動の宿泊費が不要であるとき 

 4 会長が特に認めたとき 

（航空機の利用に伴う経費） 

第 4条 航空機の利用に伴う経費については旅費規程に定めるもののほか、次の各号によるものとする。 

 1 往復利用の場合は、往復割引運賃で計算する 

 2 市内・空港間の交通費は、原則として鉄道賃とする 

（鉄道急行料） 

第 5条 特急料は、次の各号の一に該当する場合に限り、支給することができる。 

 1 旅行の片道がおおむね 100km 以上（鉄道営業キロ）のとき 

 2 緊急を要するとき 

 3 該当時刻に急行利用以外の手段がないとき 

 4 会長が特に認めたとき 

（船 賃） 

第 6条 船賃は 2等運賃に限り、支給することができる。 

（指定席料金） 

第 7条 指定席料金は、グリーン料金、1等料金を除き支給することができる。 

（寝台料金） 

第 8条 B 寝台料金に限り、支給することができる。 

ただし、相当の理由により事前に会長が認めた場合には、A寝台料金を支給することができる。 

第 9条 車中泊は、寝台料金を支給しない場合に限り、規定額を支給することができる。 

車中以外の宿泊で、車中泊料を受ける場合には、宿泊先名を記載するものとする。 

（タクシー料金）

第 10 条 タクシー料は、次の各号の一に該当し、その領収証の添付がある場合に限り支給することができる。 

 1 経路バス、電車等の運行時間外のとき 

 2 緊急を要するとき 



 3 多量の携帯物品を所有しているとき 

 4 経路バス、電車等の利用が困難なとき 

 5 複数人の利用等により、バス及び電車賃の額を超えないとき 

 6 会長が特に認めたとき 

（行動時間帯） 

第 11 条 宿泊（車中泊を含む）を伴う行動の午後 10 時から翌朝 6時までは、行動時間とし 

ない。 

（内規の変更） 

第 12 条 この内規は、理事会の議決を経なければ、変更することができない。 

第 13 条 この内規は、平成 5年 5月 1日から実施する。 

平成 5年 4月 21 日制定 

平成 17 年 7 月 9 日一部字句修正 

平成 26 年 2 月 12 日改定 

令和3年3月17日改定



別表 旅費等支給基準 

理事会等会議旅費及び食卓料及び行動費 
1.開催地まで公共交通機関を用いて最も合理
的な経路で移動した場合の料金を実費として 
支給する 
2.食卓料は会議が正午あるいは、午後 7 時に
かかる場合に支給する
3.行動費は実働 60分以上の場合に支給する
（支給については備考 1を参照）
4.学術研修会において、実習指導をした場合に
支給する
5.学術研修会において、6時間を超える研修会の
実務を担った場合に支給する

100 円未満のものは 100 円に切り上げ 
るものとする 

食卓料は 800 円を限度に支給する 

1,000 円とする（オンライン会議参加も 
対象とする） 
3,000 円とする 

3,000 円とする 

東北地区会議等出張旅費（備考 2参照） 
 原則的には宮城県外で開催される技師会 
関連会議の出張旅費を算出するものであ 
り、日臨技の旅費規程に準拠する 
1．鉄道賃、船賃、航空賃
2．行 動 費 

3．食 卓 料 

4．宿 泊 料 
5．車 中 泊 

原則として運賃実費 
4 時間までを 1 単位 500 円とし一日 
3 単位を限度とする。 
朝・昼 各 1,000 円 
夕食は 1,500 円とする 
1 泊 10,000 円とする 
1 泊 4,000 円とする 

職務による行動旅費 
役員または各種委員、会長が認めた者が 
会務によって仙台市内又は宮城県内を 
行動した場合 

移動に要した公共交通機関の実費を 
支給する 
タクシーでの移動は旅費規程運用内規
第 10 条に該当する場合に限り支給す
る
原則として行動費は支給しない

備考 1：行動費支給対象と支給回数制限 
 三役会議：年 4 回まで
 理事会：年 7回まで



 理事部門別会議：年 4回まで 
 役員推薦委員会・表彰委員会・WG 等：三役で検討・決定し、理事会報告 
 学術：全体会議年 2 回 
 学術：部門長会議は年 2回まで 
 学術：各部門会議は年 2回まで 
 宮臨技主催研修会の打ち合わせ（web配信リハーサルを含む）：1 研修会につき 1 回 
 精度管理：全体会議は年 2 回まで 
 精度管理：各部門会議は年 2回まで 
 精度管理報告会の打ち合わせ：1回 

（研修会打ち合わせを除き、議事録または開催報告書を理事会へ提出） 
 
備考 2：宿泊施設以外のところで宿泊した場合は車中泊に準ずる。行動費については、1 日 
3 単位を超えないこと。 
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